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知性界に
は、真なる
ウーシア（存
在）がある

そしてその知性が、
その世界のもっとも
善きものである。だ
が、魂も、その世界
にあるのである。な
ぜなら、魂がこの世
界にやってきたの
は、あの世界からで
あるから

あの世界は肉
体を伴わぬ魂を
もっているが、こ
の世界は、肉体
のなかに生じて
肉体によって分
割された魂をも
っているのであ
る

これに対し、あの世界で
は、知性のすべてが一体を
なしていて、ばらばらに離
れているのでもなければ分
割されているのでもなく、ま
た魂のほうも、そのすべて
が一体をなして永遠の世
界に居を占め、場所的な広
がりのなかにあるのではな
いのである

それゆえ、知性はいつ
いかなるばあいにもばら
ばらになったり分割され
たりすることはないが、
魂のほうは、あの世界
ではばらばらになること
も分割されることもない
けれども、本性上、分割
されうるものなのである

なぜなら、
魂の分割と
は離脱であ
り、肉体の
なかに生ず
ることである
から

それゆえ、
「分割可能
な」魂は「諸
物体の領域
に」あると言
われるの
も、もっとも
なことであ
ろう

魂が離脱し
分割される
のは、その
ような意味
においてで
あるからで
ある

では、どのよう
な意味で、魂は
「不可分なる存
在」（『ディマイ
オス』35a1）で
もあると言われ
るのだろうか

魂はその全
体が離脱す
るのではな
く、その或る
部分

はやって来
ないからで
ある

−ーその部
分はもともと
分割されな
いようになっ
ているのだ
がーー

それゆえ、魂は「不可分
なる存在と、諸物体の
領域にある分割可能な
存在とから成る」（『ディ
マイオス』35a1）という
ことは、「魂は上位の世
界の存在と、あの上位
の世界に依存してはい
るけれども、

いわば中心から
発する放射線の
ように、この物
体の世界に流
れ出ている下位
の世界の存在と
から成る」という
ことと同じなの
である

それで、魂はこの世
界にやって来ても、
その上位の部分で
（あの世界を）観る
のであるし、まさに
その部分によって、
また全体者としての
あり方を保持しても
いるのである

なぜなら、魂は
この世界におい
ても分割されな
いものであるば
かりでなく、分
割不可能なもの
でもあるのだか
ら

なぜなら、その
魂の部分に分け
られる部分は、
分割されること
なしに、部分に
分けられるのだ
から

つまり、魂は自らを物体
の全体に与えるのであ
るが、その全体が（物
体の）全体にはいってい
くのだから分割されて
いないのであるし、どの
物体のなかにもあるの
だから分割されている
のである

このばあい、放射線で
はなく、輻射線が適
当であろう


